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京都労働局御中
労働局長殿

不当かつ違法（労基法20条違反）な解雇に対する労働者

による労働局斡旋申請書

標記車軸こ係る事実の経緯とその申請理由

1、利用契約期間満了前の事実（平成27年8月20日から31日）

平成27年8月20日就労継続支援A型事業の労働者兼利用者山田哲也は当該事業者た

る特定非営利活動法人みらいの上岡理事長との間に残存契約期間（平成27年8月20日

から同年8月31日まで）を契約期間とした利用契約自動更新の旨の契約を一旦は締結し

た。そして、当該契約には残存契約期間満了日の7日以上前迄なら（8月24日蓮）利用者

側から更新拒絶の申出ができる旨の条項（利用契約書第2条2田があり私山田哲也として

は4日間の思慮期間の後、確定的に当該契約を結ぶか否か決めようと意図して取敢えず交

ゎしたものである。また、当該利用契約更新に当たり、利用契約の更新を拒絶しても、当該

契約と2重契約の関係にある別途の契約である雇用契約（期間の定めのない労働契約・平成

25年8月19日締結）は影響を受けないのか（雇用契約書・労働条件明示書・就業規則に

はこれに関する規定はないと記憶している）と上岡理事長に尋ねたところ根拠は示せない

が特定非営利活動法人みらいと私山田哲也との雇用関係は維持されるという旨の返答は受

けており、根拠の提示は後日（8月24日蓮）に譲るとして、当該利用契約は個別支援計画

（利用契約書第3条）に基づく重要事項説明書に規定するサービスを受ける権利のみが生

じるものと認識して締結したものである。（殆どと言っていいほど、利用者側の義務規定は

ない．）ただ、唯一当該利用契約により生じる利用者側の義務と考えられるのは契約条項

に規定のない個別支援計画の説明を受けること（いわゆるモニタリングケース会議への出

席義務）ぐらいと解する。

しかし、利用者側の義務として規定する契約条項がない限り、利用契約を結んだうえでモ

ニタリングケース会議への出席を拒絶することも可能と考えるし、又、利用契約を締結し

なければ当然のことながら個別支援計画の規定に基づく利用者側のモニタリングケース

会議への出席の義務は生じないことは自明のことであるoそこで雇用関係が維持されるこ

とを前提として、モニタリングケース会議への出席を望まない私としては利用契約を結ぶ

か否かを決めるため、更新拒絶の申出の期限である平成27年8月24日（契約期間満了日

8月31日より7日以上前・利用契約書第2条2項）、口頭でモニタリング・ケース会議へ

の出席を拒絶したい旨とそのためには利用契約更新を拒絶する必要があるのか、上岡理事
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長に尋ねたところ、明確な回答は貰えなかった。さらに利用契約更新拒絶した易合も別途の

契約である雇用契約が維持されるという8月20日の上岡理事長の言の根拠の提示を求め

たが、当該根拠は示されなかった。この時点で利用契約書第9条に規定する事業者の当該契

約に基づく内容についての利用者の質問等に対する説明義務は果たされなかったとなるの

だが、更新拒絶の申出の期限の到来により利用者たる私山田哲也は当該利用契約を更新す

るか拒絶するか説明のないまま決めなければならない立場となった。

そこで雇用関係の維持を前提として、モニタリングケース会議への出席を拒むため、条

件付き（雇用関係が維持されることを条件として）更新拒絶の申出の意思表示を上岡理事長

に対して口頭でした。そして期限までに果たされなかった説明義務を利用契約期間満了日

の8月31日までに履行することを上岡理事長に要求し、それに応じて（利用契約更新拒絶

の申出で雇用契約が解除とみなされるのか否かに応じて）利用契約更新の契約を再度締結

しなおすことを口頭で併せて約束した。尚、この雇用関係が維持されることを条件とした利

用契約更新拒絶の申出は日付を口頭で意思表示をなした更新拒絶の申出期限である8月2

4日にすることを上岡理事長の承諾を得て書面（別添利用契約更新拒絶に関する通知書）で

8月26日に上岡理事長に提出した。

口頭による雇用関係が維持されることを条件とした更新拒絶の申出をした8月24日以

降同月31日（利用契約満了日）まで連日、上岡理事長に対して利用契約と雇用契約の関係

について根拠を示して説明をするよう求めた。しかし、当該義務の履行は31日の説明をも

ってしてもその2垂契約の関係はその一方のみ（雇用契約のみを）を残して利用契約を解除

できるのか、または、利用契約の解除の意思表示で雇用契約解除の意思表示とみなされるの

か根拠を示して説明できず、31日の回答はグレー（雇用契約は残るという言から多少ニュ

ァンスを変えた）というもので事業者の説明義務は果たされずに、雇用契約が維持されるの

か不明のまま、つまり利用契約期間が更新されないまま、残存利用契約期間が満了してしま

った。尤も、この時点で説明義務が履行できないということは、私が利用契約更新拒絶通知

書の末尾追記以下でも主張する利用契約満了後の平成27年9月1日以降からについても

従前の労働条件での継続雇用をA型事業者たる特定非営利活動法人みらいは認めるのが信

義則上も妥当と思うのだが・‥。しかし、同日上岡理事長はこれに反する以下のようなこ

とを述べた。明日（9月1日）以降も雇用関係が残るとしても（根拠はなく仮定の話であるo）

その場合これまで通りの労働条件で継続雇用はできず、労働条件の一方的不利益変更に応

じてくれなければ雇用関係は維持しないということであるoこれに対して、私は今でも賃金

は最低賃金で、交通費の支給もなく利用者のうちマイカーによる最も遠距擬の通勤（中継地

点の送迎場所で送迎車に乗せてもらい事業所まで通っている）をしており、労働条件を下げ

ようがないと反論拒絶し、労働契約法上も一方的労働条件の不利益変更は許されないと主

張したが、上岡理事長は意に介しない様子でその日を終わった。

以上、利用契約満了前の事実を述べたが、私の方から退職の意思表示もしていないし、使

用者側からも解雇の予告がされていず、利用契約満了後（9月1日以降）、私から退職の意
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思表示をせず、また、適法な解雇予告をされても当該予告期間を出勤日と有休消化で満たせ

ば会社都合による解雇になり、醗職時期は10月初旬頃になるものと予想し利用契約期間

2、利用契約期間満了後の事実（平成27年9月1日から3日午前迄）

平成27年9月1日は使用者による一方的労働条件の不利益変更つまりは予想される不

利益変更である送迎車への乗車拒否がなされまいかと20分ほど早目に出勤し、中継地点

である送迎場所で運転手の職員に上岡理事長から私を乗車させないよう指示を受けている

かと尋ねたところ、何も聞いていないと答えたので無事送迎車で事業所まで行くことがで

きた。その後、いつもの通り10時半に仕事が始まり、暫く作業をしていると、理事長から

話があるとのことで別室の理事長室へ呼び出された。そこに待ち受けていたのは自称理事

から外れた単なる事務局長である吉田真也氏で常勤の勤務実態もない私の上司という立場

にあると自分で説明して、以下のようなことを話し出した○一方、上岡理事長は二人の会話

を記録するべく吉田氏の左に座り書記役を任じていた。第一声は二人のうちどちらが発し

たか定かではないが、利用契約期間満了前に言っていたことを翻して180度意味の違う

逆のことを後になって述べた。それは特定非営利活動法人みらいと労働者たる私山田哲也

との雇用関係は消滅し（契約関係に解除はあっても消滅はないと思うが、その根拠の提示も

ない。またあったとしても時機を逸しており、当該主張を通そうとすることは・犯罪行為に

等しい。）、いくらこれ以上働いても賃金を払えないということである。解雇予告もせず、解

雇予告手当も支払わない不当かつ違法な即時解雇ということですかと問いただしたが、意

味不明の消滅という言葉を繰り返すばかりで解雇ではないと返してきた。雇用契約の解除

ということであれば解雇であると私は指摘したが、それとは違い消滅と屁理屈を二人とも

異口同音に発するのみであった。その後、私が今後働いた場合でも、吉田事務局長白く、最

低賃金は払うが労働時間にシフトを組んでこれまでよりは減らすとか・利用者でないと送

迎車には乗れないとか、私が送迎車に乗り換えるために事を吉田氏の運営するコンビニ店

の駐車場に置いているのだが、もう駐車してもらっては困るとか等、言い放ったoこの単な

る事務局長で非常勤の外部の人間とも言える吉田氏（上岡理事長から何の説明も受けてな

い）が法人の内部の労働者の労働条件に口出しするのは如何なものかと思うし、また、私は

特定非営利活動法人みらいとの岡に雇用契約関係を結んでその労働条件の一つとしてコン

ビニ店の駐車場に車を駐車して送迎してもらっているものでそれは当該法人みらいの理事

長に言ってくれと突っぱねたが、上岡理事長の方から私に対してはもう送迎はしない旨の

言葉はその日なかったので、吉田氏の言葉は無視することに決めて、翌日も送迎車に乗れる

ものなら乗ることにしようと決めた。さらに代表者でも役員でもない吉田氏から午前11

時10分頃これ以上働いても貸金を払わないから、帰るなり好きにしたらいいと滅茶苦茶

なことを言われた。私は吉田氏のコンビニ店から事業所まで送迎してもらっているので帰

るに帰れないし、明らかに違法な解雇と思われるが、解雇ではないと言い張るし・就業拒絶
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でも本来の仕事をしていれば通常の賃金を払う義務があり、雇用契約云々はともかく勤務

実態があれば賃金を支払う義務があると主張し、その日9月1日は終業時間まで働いたo

翌日9月2日は送迎車にも乗れ、無事出勤できたoそして始業時間前に上岡理事長に使用

者による一方的労働条件の不利益変更は労働契約法上禁止されており・それをやるなら府

の労働局の紛争処理のための斡旋の制度に申し立てる旨釘を刺しておいたo作業時間が過

ぎ、1日が無事に終わるかと思いきや、出勤時に始業時間を記入した勤務表が私の分だけ上

岡理事長に失され、終業時間の記入をするため、返す旨要求したが上岡理事長日く、私に関

する書類はもう特定非営利活動法人みらいにはないと言った。これに対しては自分で勤務

表を作成して翌日持って行き、記入していくことにしたoちなみに、翌日、9月3日の送迎

場所が変わったことをある利用者から橋渡しに闘いたが、上岡理事長はなぜ私には伝えな

いのか闘いだが返事はなかった。

けだし、この利用契約期間満了後の2日間の特定非営利活動法人みらいの使用者の私に

対する言動・処遇から察するに、私がこのまま勤務し続けても果たして賃金は支払われるの

かという疑問が湧いた。それを明確に早くして、不当かつ違法な解雇に対する金銭的処理に

ょる早期解決をとるのが、傷が浅く済むし、最善の策という結論に至ったeまたそう考えた

理由としてば使用者による一方的労働条件の不利益変更に対抗するのも長くは続かない

であろうし、解雇予告後、労働者が離職理由を会社都合にするため、出勤し続ける場合にも

ぁてはまらない（解雇予告さえなされておらず、解雇とも認めていない）ということからで

ある。

これにより、翌日9月3日の朝に決着をつけようと決めた。

9月3日の朝は自分の車で直接出勤することにし、その旨送迎の職員に同日朝電話連絡

したが、所轄基督署である丹後労働基準監督署に先ずは、立ち寄って、相談し、アドバイス

を受けてから、特定非営利活動法人みらいの使用者上岡理事長に接見した。上岡理事長に対

しての質問事項としては、私が働いた場合、賃金を支払う意思があるのか、また、雇用関係

がなくなったと主寂するが、その根拠を示せるのか尋ね、合理的根拠を欠く不当かつ解雇予

告もせず、解雇予告手当も支払わない違法な即時解雇であることを認めさせることであっ

た。また、その回答を証拠とするため、本人の承諾を得て・一部ではあるが、ボイスレコー

ダーに録音した。尚、当該理事長との接見で判明したことは、以下のことであるe

ィ）、勤務表を自分で作成してきたが、それに毎日記入して月末に提出したら・それを認め

て賃金を支払う意思があるのか？

理事長の回答

払う気はない。

ロ）、利用契約期間満了後、9月以降2日働いたがその分の賃金は支払うつもりがあるの

か？

理事長の回答

支払うつもりはない。
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働かせておいて賃金を支払わないのか？

理事長の回答

山田さんが勝手に働いた。

勤務実態があれば使用者に賃金を支払う義務があるはずなのですが？

理事長の回答

そんなこと知らない。

ハ）、雇用関係は残っているか？

理事長の回答

消滅した。

ニ）、違法な解雇ですね？

理事長の回答

山田さんの好きなように解釈したら、ええわ。

以上4つの質問をしたが、イ）、の理事長の回答により、働いてもただ働きになるので、

即刻、その場を退き上げることとし、労基法104条1項に基づく労働者の労基法20条違

反及び未払い貸金（平成27年10月9日支払い分・労基法24粂1田に関する事実の申

告を丹後労働基準監督署に舞い戻ってなした。

この日、平成27年9月3日に労働者山田哲也は事の発端は別にあるのだが、直接の原

因と言える上述の1、利用契約期間満了前の事実（平成27年8月20日から31日）2、

利用契約期間満了後の事実（平成27年9月1日から3日午前まで）によっで特定非営利

活動法人みらいの上岡誠理事長に客観的・合理的根拠に欠き、社会通念上相当であると認め

られない不当（労働契約法16条）かつ解雇予告・解雇予告手当の支払いもない違法（労基

法20条違反）な解雇を言い渡されたことになり、雇い入れ（平成25年8月19日・期間

の定めのない労働契約締結）より2年と15日の雇用関係を終了させられ、当該法人に一方

的に離職させられたものである。従って、以下3、京都労働局斡旋の制度への申講理由によ

って、私山田哲也は個別労働関係紛争の解決の促進に関する法律に基づく京都労働局労働

局長委任（個別労働関係紛争の解決の促進に関する法律第5条）にかかる紛争調整委員会に

ょる斡旋の制度への申請を特定非営利活動法人みらいの使用者の不当かつ違法な解雇に関

して致します。

3、京都労働局斡旋の制度への申請理由

ィ）、当該解雇は利用者兼労働者たる私山田哲也が利用契約更新に当たり、そもそも事業者

側の説明義務不履行により止む無く、条件付き（雇用関係が維持されることを条件）で

琵出した利用契約更新拒絶に関する通知書を根拠もなく、まさに奇貨として、利用契約

期間満了前に言っていたことを翻して、さらに利用契約更新拒絶に関する通知書の条

件を勝手に無視して、一方的に労働者山田哲也を離職させたものであり、信義則上も許

されないことと考える。
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ロ）、2、利用契約期間満了後の事実で記述し忘れた事実として、9月1日に事務局長吉田

真也氏の述べたことであるが、私の雇用関係を継続するにはどうすればいいんです

か、という質問に対して、もう一度、職安を通して、就労継続支援A型事業者たる

特定非営利活動法人みらいの求人に応募し福祉サービス受給者証の交付を受けて、

再度、利用契約を結んで雇い入れという形となると述べた。つまりは、この回答では

更新拒絶の意思表示（雇用関係が維持されることを条件としているのに反して）によ

り利用契約期間満了で雇用契約の方も解除されたと言っているのか、根拠を示せな

い以上、雇用契約は残るが雇用契約のみでは（国から訓練等給付費が支給されないた

め）働いて欲しくないという自分本位な主張なのか判別できないが、この吉田事務局

長の説明は、実際はどうであれ、少なくとも利用契約自動更新の旨の契約締結時（8

月20日）にすべきことであり、時機を逸したものであり、イ）・と同様、利用契約

期間満了前とは逆のことを言っており、信義則上も許されず、根拠の提示がない（雇

用契約書・労働条件明示審・就業規則・利用契約書いずれにも利用契約の解除の意思

表示で雇用契約解除の意思表示とみなし、さらに労働者側の自己都合による離職と

するには、退職の意思表示とみなすという規定が必要と考えるoまた・規定が存在し

なければ少なくとも口頭でも説明しなければならないと考えるo）以上、不当（労働

契約法16条）かつ、違法な解雇（労基法20条の適用除外の規定はどこにもない）

と言えると考える。

又、これは別の問題になるのだが、サービス管理者でもなくかつ、使用者でもない

単なる非常勤の事務局長の吉田氏に利用契約の重要な事項ともいえる2窒契約の関

係（利用契約と雇用契約）を説明させること（もっとも説明になってないが‥）及

び人事権もないと解するものが労働者の労働条件について説明をすることは如何な

ものかとも思うのだが・・・。

ハ）、私の知る限り唯一この2垂契約（利用契約と雇用契約）の関係について規定があるの

は利用契約書（雇用契約の締結等）第8条l項に次のような条項があるのみであるo

第8条章薬剤も指繊労繊支援A型の接写当たってはへ珂胴者と鵬雇用

契約を締結します。

この規定のみでは利用契約と雇用契約の運命の行方を推測することはできず、この

両契約の関係性について、利用契約更新時に事業者自らの考えがあればつまり・ロ）・

でも述べた通り、労基法上、－退職に関する事項つまり解除条件となる懲戒解雇等の規

定が就業規則記載事項（労基法89条3号）でもあり、同時に、労働条件明示書（労

基法15条1⑪の絶対的記載事項（労規則5条1項4号）でもあるのと同様に、法

定の記載事項ではないにせよ、就業捌・労働条件明示書・利用契約書に別段の定め

として、例えば利用契約の解除の意思表示（利用契約更新拒絶の申出）で雇用契約

解除の意思表示とみなし、さらに、離職軸を自己都合退社とするためには、退職の



意思表示とみなす旨の規定が必要と考えるo又当該規定がなければ少なくとも口頭

で、ロ）、と同様、利用契約締結・更新時、説明しなければならないと考える。

ちなみに、繰り返しになるが、上岡誠醇長は、8月20日利用契約期間自動更新

の旨の契約を一旦締結した時には、曖味な回答ながら、雇用関係は維持されると述べ

8月24日には分からないとなり、28日には想定外のことで返答出来ないと言い、

それに対して私が事業の輔にかかわるまさに重要な事項に当たるので起業する際

に調べておくか、決めておくかしておくべき事項と揃した事実もあったoそして、

利用契約期間満了日の8月31日の回答はグレぺ終わり、利用契約期間満了後は

前言翻し，全く逆の意味である雇用関係は滴したという主張（根拠の提示が最後

ニ）、当該朔者たる私岬軸の方からぼ脚明に善い、絶対に退職の意思表示をした

という事実はないということであるoこのことは離曜日にかかわってくる軸で

ぁるので、退院嫡・離隔の離醒由の記載を使用都の勝手な鰊・綿的な

都合のよい繊こしないよう事実に即したものにして貰う為。

ホ）、使用者側による一方的労働条件の不利益変更を強要されたこと（労働契約法8籍反）

へ）、解雇予告もされず・解雇予告手当も支払われていない為（違法解雇労基法20条動。

ト）、利用契約期間満了後の9月1日、2日の賃金の支払いを拒絶した為（支払日10月9

日到来で未払いなら、労基法24条違反）o

チ）、利用契締第9粂事業者の契約事項説明義務違反o

リ）、当該解雇は、客観的に館的な理由を欠き、社会通念上相当であると認められない不

当解雇であり無効（労働契約法16条）o

斡旋の制度への晒理由を以上9つ列挙し掛私山田哲也は特定非営利活動法人みら

いに戻って、復職する意思はないので上記3、京都労働局髄の制度への由綺理由のり）、

に基づいて、職場復帰は考えていないoつまりは解雇自体の臍のみを争い、当諦実（不

当解雇）に射る輔離・輔料を要射る。又、他の当該法人の齢・契約義務違反事

項に対する私の希望する斡旋案による和解契約も主に、金銭的処理によるものを考えてい

る。尤も、私はパートタイム労働者で賃金自体少額で全体でも少額とならざるを得ないと思

ぅが、次の項で述べる適法な権利の主護はさせて貰うことにするo

紛争躍委員会による斡旋の暗にかかる晒人の主張

1、支払を拒絶すると言った利用契約期聯了後の9月1日・2日分の賃金の支払い

2、28日分の解雇予告手当の支払い（会社都合による鵬髄なので全劉時の支払いを

3、親臨の離随由を事実に即した轍こすること、つまりは会社都合による解雇にする

こと

4、付加金相当額の支払い

骨



5、労働契約法違反・不当解雇（労働契約法16条）による金銭的処理

6、労働契縄違反・使用者による労働条件の一方的不利益変更の強要（労働契約法8条違

反）による金銭的処理

以上、申甜こかかる事実の経緯（1．2）とその申請理由（3）により・斡旋申請人山田哲也

は、使用者特定非営利活動法人みらい上田城理事長に対して・当該6つの主穀を致しま

す。

添付書類

雇用契約書の写し

雇用保険被保険者資格取得等確認通知書の写し

給料支払明細書（平成27年2月分）の写し

法人概要（HD

利用契約更新拒絶に関する通知書（8月26日提出）の写し

利用契約書の写し

重要事項説明書の写し

平成27年9月　目

当該斡旋の申請にかかる法人の使用者（労基法10粂）

京都府京丹後市峰山町菅267

特定非営利活動法人みらい

理事長上岡誠

当該法人の労働者（労基法9条）であった斡旋申請人

京都府宮津市字由良1039－3
山田哲也

京都労働局長殿

以上
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丹後労働基準監督署御中

労働基準監督官殿

申告（労基法104条1項）に係る労基法20条1項違反

に対する上記労基署発行の是正勧告書（9月14日頃特定

非営利活動法人みらいの理事長へ交付分）の要旨に関する

質問書

標記の件、下記の通り不明な点があるので、お伺いいたします。

＜質問するに至った背景＞

先日、9月15日午前、当該法人みらいの所轄労基署である丹後労働基準監督署

の担当労働基準監督官から自宅に電話連絡があり、私山田哲也の9月3日午前の

申告（労基法104条1項）に係る違反の事実（同法20条1項違反）について、

当該法人の使用者への調査の後、客観的な事実の経緯により、日付は不明だが是正

勧告を出した旨報告を受けた。

その是正勧告書の要旨は28日分の解雇予告手当の支払いと当該監督官が解雇

予告期間と判断し、当該法人の使用者が私に対し、支払いを拒絶した9月1日、2

日の両日の、2日間の賃金をも支払う旨も含めたものと今となって理解している

が、何故こういった内容の是正勧告になったのか脚こ落ちないので、次のことを伺

うことにする。

＜質問事項とそれに対する反論及び要望＞

1、その一つ目の質問は、上岡理事長はその根拠を示して、8月31日の日に解雇予告

を（2日の解雇予告期間と28日分の解雇予告手当の支払いの併用を約して）なし

たと言っているのか？ということである。

これに対しては、9月2日夕方、私が勤務後帰宅して電話で担当監督官と話し

ていた事実にも反するものであり（上岡理事長の2垂契約の関係から雇用関係が

維持されるか否かに関する説明が8月31日をもってしてもグレーであり、それ

以降は私に対して、雇用関係が残ったとしても労働条件の一方的不利益変更を強

要する旨述べたこと、翌日の9月1日には、前言を翻して、根拠も示さず、雇用関

係は消滅したが解雇ではないと言ったこと、賃金の支払いを拒絶する旨言われた

が2日間働いたこと、吉田事務局長から利用期間満了後の9月1日に私の処遇に

1



っいて初めて考えを聞いたのだが、使用者による一方的労働条件の不利益変更を

強いることを宣言されたこと、2日の終業時間前に記入する勤務表を上岡理事長

に失されたが、自分で労働時間を記録していけばいいか、等担当監督官に報告し・

相談した結果、現在置かれている双方の立場の確認をすべきとの監督官のアドバ

イスに従うこととしたのである。）、私は、口頭でも書面でも絶対に解雇予告を受け

ていないと断言でき、翌9月3日の朝の私の行動（所轄労基署に来著し、事実上違

法な解雇であるとの予想から、上岡理事長と接見して決着をつけたo）も解雇予告

を受けているのであれば説明できないこととなってしまうのではあるまいか。

さらに、本人の承諾を得て、ボイスレコーダーにも録音しているのだが、9月3

日の朝私が上岡理事長と接見し、私の質問に回答した内容とも矛盾するのではあ

るまいか（9月以降の賃金は払わないと言っている。）。

一方、労基署の調査に際して、吉田事務局長の主醸したことば根拠もない、虚

偽の言動を上岡理事長の指示によりか、繰り返しているのみで全く事実とは反す

るものと言えよう。なぜなら、利用契約満了後の9月になっても私は2日勤務して

おり、利用契約更新拒絶の意思表示で雇用契約解除の意思表示とみなす旨の説明

を受けていたのであれば、当該事実に反し、又、吉田氏と私は8月20日から31

日の間、話をしたことがなく、9月1日に初めて雇用関係は消滅したと説明を受け

たのである。

私の上述の解雇予告（予告期間2日間）の成否に関する反静の客観的証拠と言え

るのは、ただ、断片的な録音かもしれないボイスレコーダーの記録と1人の証人の

みである。尤も、その証人の言をしても、8月28日（8月の末日の1日前の出勤

日に当たる金曜日）の午前の時点での事実関係くその時点で利用契約を更新拒絶す

れば雇用契約が影響を受けるのかについて未だ説明がなされていなかったこと

の証言はしてくれる旨の了解は電話でではあるが取ってあるo）のみを証言できる

だけではあるが・・・。

ちなみに、その証人というのは、定期的に行われる私のモニタリングのために、

28日の朝、みらいの事業所に来訪していた障害者生活支援センターかもめの崎

山氏のことである。

しかしながら、少なくとも、利用契約更新拒絶の通知書（条件付き）を8月26

日に提出している事実と28日に崎山氏と2重契約の関係の説明が理事長により

なされていない話をしていたことは立証できる○従って、残されるのは8月31日

に上岡理事長が、私に対して、解雇予告を明確な言葉で期間を明らかにしてかつ確

定的になしたかということになる。これに対して、法人・使用者の側で何の証拠（書

面・署名等）の提出もできないというのであればそれは法人・使用者側の非であ

ると私は考えるし、その後（9月以降）の私のとった行動（別添の斡旋申請書に記

載）からも解雇予告すらなされていないとするのが客観的にも真実に近いと言え



レ／
るのではないか。

以上の反論により、電話で述べた担当監督官がいわゆる客観的事実の判断によ

り、2日の解雇予告期間と28日分の解雇予告手当の支払いの要求という是正勧告

を出したという客観的根拠の説明を求める。尤も、監督署の是正勧告には不服申し立

てはできないので、担当監督官が根拠はないが労使双方の仲を取って決めたという

のであればそれに従うことにするが・・・。

2、二つ目の質問は、本来なら、解雇予告と同時に解雇予告手当も支払って、労働者を離

職させるべきと考えるが、当該28日分の解雇予告手当はいつ支払うのか？という

ことでおる。

これに対しては、是正報告の期限も関連してくるであろうが、是正報告の期限が1

か月後に設定してあれば、当該解雇予告手当の支払いが11月の給料支払い日まで

にずれこむことも考えられ、又、離職票等雇用保険の求職者給付の求職の申し込みに

必要な書類の交付も当該法人より未だ受けていない状態であるので（近々、職安を通

じて請求する予定である。）、少額ではあるが、経済的に困窮に追い込まれることにも

なるので早期に支払うよう指導を希望する。又私の方からも解雇予告手当の支払い

の諮求をしようとも考えている。尚、解雇予告手当の額を別紙記載の通り、計算した

のでご確認いただきたい。又、9月1日，2日分の賃金は支払日10月9日に入金が

なければ（労基法24条1項違反）、併せて、再度、少額ながら（￥6，280）是正

指導を受講するつもりである。

以上、特定非営利活動法人みらいの使用者による違法な解雇に対する所轄労基署による

是正勧告に関する二つの疑問点とその説明並びに早期の解決を希望して標記の質問を終え

ることにする。

追伸、今後、労働基準監督署による労基法違反に対する是正勧告に当該法人が従わないと

き、もしくは、当該労基法違反に係る是正の措置が取られたのが確認でき次第、場所を変え

て（労働局斡旋の制度・労働委員会斡旋の制度・労働審判のいずれかの方法）、解雇自体の

成否を争うため、または、不当かつ違法な当該解雇に対する損害陪僚・慰謝料諦求の為、紛

争処理の制度へ申し立てる予定である。思うに、そもそも本事案の解雇は、客観的に合理的

な理由を欠き、社会通念上相当であると認められない不当解雇であり，無効（労働契約法1

6条）とされるべきものであり、当該紛争処理で金銭的処理に関する和解契約を交わそうと

私は考えている。尚、労働局斡旋の制度への申請書が完成したので同封しておくことにする。

平成27年9月24日

標記是正勧告を受けた特定非営利活動法人みらいの労働者であった当該申告者（労基法1

04条1項）

京都府宮津市字由良1039番地－3

山田哲也

以上

8
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解雇予告手当（28日分）の額と9月1日〃2日分の賃金

の雇用保険料控除後の額

平均賃金（労基法12条l項・2項）＝算定事由の発生した日（直前の賃金締切日・8I31・

12条2項）以前3か月間に支払われた賃金の総額

（￥195，672・雇用保険料控除前の額）

÷算定事由の発生した日（直前の賃金締切日8181・12条

2項）以前3か月間の総日数（92日）

＝￥2，127

算定事由の発生した日（直前の賃金締切日・8I31）以前3か月間に支払われた賃金総額の内訳 

雇用保険料（u100の控除後の額 　（入金額） �雇用保険料控除前の額 

6月分給料 （7月10日入金分） �￥69，085 �￥69，432 

7月分給料 （8月10日入金分） �￥69，085 �￥69，432 

8月分給料 （9月10日入金分） �￥56，524 �￥56，808 

8I31以前3か月間に 支払われた賃金の総額 � �￥195，672 

算定事由の発生した日（8I31〉以前3か月間の総日数

6月　　30日

7月　　31日

8月　　31日　　合計　　92日

ィ）解雇予告手当（28自分）の額＝平均貸金・￥2・127Ⅹ28日＝￥59・556

ロ）9月1日，2日分貸金額　￥6，312

雇用保険料　　　　　　　　　　32

保険料控除後の支給額　　￥6，280

上記、イ）、ロ）、が共に来月支払日10月9日に入金された場合の合計額
￥65，836

以上
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式籍11号（第17条の2関係）（籍1両、第2面）

雇用保険受給資格考証
（第1面）

号

居

10　資　格　取　得　年　月　日 �11　離　職‾一年　月　日 �　　　　／ 12．離　職■f理　由 

鮨（聴19 �271の舵 �11i 

13．60歳到達暗賃金日額 � �ヽ 

盆，1館 � 

手

事 所

町

安定所遵給メッセージ1　失籍の認定くま、認庭封怠鯛軸こ峨騒動」を原則2回以上行った謀譲が

安定所連絡メッセージ2　輯盛できた窃合に行います．

警擬は　豊麗蕾繋龍三付託鴫龍鰯

注　　意　　事　　項

1この随は、第1両の整終期肺癌了年月日まで旺大切に保管してくだ
さい。もし、この唖を滅失したり、損傷したときは、速やかに申し出
て再交付を受けてください。なお、この証は、折り曲げ線以外では折
り曲げないでください。2業藷龍藷盤
古運輸局の勘こ提出してください。
支給日は、原則として、失業の認定日です。
3　あなたが口座振込受給資格者である場合、支給金額欄の金額を、あ
らかじめ指定された金融機関の預貯金口座に振込む手続を、失業密定
日に行いますので、その金融槍閲から支払を受けてください。この楊
合、その金融機関から支払を受けることができる日が、基本手当の支
給日となります。
4‾定められた豊後の教書且に事斬しないと書は一基軍手蓋の圭纏ま豊
けることができ念く去ることがあります。
5　失業の認定を受けようとする期間中に整理した目があったとき・又
は且己垣哩室は、その旨を必ず届け出てくだ

6韮諸手続圭埜輩…葦毒筆輩護
でなく、不正受給した金額の道達と更にそれに加えて一定の金額の蝕

位を命ぜられ、また、処思される楓合があります。
7　氏名又は住所若しくは居所を変更したときは、その後最初に来所し
た失業の認定日に届書を提出してください。
8　第1両に書かれている所定給付日数は、受給期間満了年月日までの
間に基本手当（傷病手当）の支給を受けることができる最大限の日数
です。
9　失業等給付に関する処分又は上記6の返還若しくは納付を命ずる処

告盤富I拍節嘘龍詩誌謹護良垂ら飼蹟して60日以内に
蹄求をすることができます。
10　雇用保険について分からないことがあった場合には、公共職業安定
所又は地方運輸局の窓口で御椙敏ください。

雇用保険説明会　　毎尊姐16日　出席済

被保険者番号

萎0220338414

（バーコード貼付繍）

求職番号

醐醐爛醐醐轍
2607100438065

（バーヨード貼付鶴）

支給番号

醐闘醐髄鞘
260711580＄5911

（第2回）

（23）2014．4



3雇矯探険受給資格蓄証の毘詣

◎表面

雇軸険受給資輔証　　1、／＼＼（築1 

議書賀閻臆音曲臆臆匿 �2．氏　　　　　名　　　　l 

1 �塑　　　　　　　　　1 

3　綴　保‾陰　者　番　号 �4　憧繍憶　義纏農事鮒6　生　毎　月1日 ��17．＿繋　　蝿 

3 �！　5　　上　　　6　　　1 

8．住　　所　＿又　　は　　居　　所 

9　支払方法（虚言（口座）番号一金融機関名・支店名） 

9 

10　資　格　取　得　毎　月　日 �11．鮭　職　年　月　日　lぼ　離　職　理　由＿ 

11 �12 
13　601鯉日動日蓮掃．露金配線 �14．離職酪農金目線　115．給　付　錨　限　＿＿ 

14‾ �1品 

16　繋　職　申　込　年　月　日 �117．盤．　　定　　　　日 �18∴垂飴期間溝了年月　日＿＿ 

1品 �17 �1盆 

19　基　本‾一手　当　日　額 �20．所　定‾給　付　日　数 �21∴通　算＼被　保険　者 

19 �20 �ii． 

姐陸　　　離　　　前i　事　　　業　　　所　　　名　＿＿＿＿＿ 

漢　　　　　、・　　　　　　　　　一“… �示　1 
23． 　　　、 � 

◎裏面

【離職理由11、12、21、22、23、24、25、31、32、33、34の場合】

上宿盤－ �勉／ノ襲　月　日！鰹「遍　く吏檎）期　間！自書霞 ���橿　　讃「齢∴ir寅∴∴鎗‾　金　‾　都‾稼官爵‾！　億　暮 

1 �0427 �14－012345－6　1 ��コヨウ　タロウ ��沈画認感日05月25日 

2 �！待期満了　待期満了日 ���11260414 �� �I l 

3－ � �260415－01426 �12 �基本手当　　　再00，000　！78 ���� 

l4 �l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l ����� � � 
I　　　　　　　　　I 

∴守を �辞蘭i郭的26 �直子2」言と蛋穏郵頼 �車重三強 �∴年4∴阜 �中る白墨嶋＼蜜 �料工∴主事蒋i時報喝破で窮：／！ 

二“i‾二と疎垂ら虚妄給邑車 ��（12：白）です∴ � ��� 

【離職理由　40、50の場合】（給付制限のある場合）

i行数l処　理∴月　日l駆足（重言歯】鱒冊l目敏I　　橿　　覆　　！ ����夏　一　輪i金　　柑「勤謹白　　機　雷 

1 �0427　　　両－012345∴6 �！コヨiウ　タロウ ��滅画認感日07／月‾20日 

2 �i得期滴了　　得期満了日 ��260414 �l　l 

3 �ー！給付制限期間26041㌔26掘 ��虹4　離職理由40 �－　　　　　　　　1∴　l 

訂　－　／＝　！　一一、－Li 

∴「26041寧褒97114Jiとは∴締付感 ��睡受け　き虚表示され∵こゐ雑憫（軸‾26亭狛115華南ilid言動虚子‾ 

基本手当ぼ支論されません： 

4



イノ

蘭が訪日揺揚昏睡練、係員瞳お申し僧職ください詰

1 �支給蕾号 �　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 受給のための番号です。八日－ワ－ク等（八日－ワ－クまたは地方運輸局・ 
海事事務所）へのお問い合わせや、失業認定申告書に記入する番号です。 

2 �氏名 �名前の覇み万が間違っていませんか？（金融繊関に登録してある読み方と 
異なると振り込みができませんので、ご注意ください）　　　　／ 

3 �被保険者番号 �　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴ 雇用保険では、今後お勤めの場合もこの番号が使用されます。 

5 �離職疇年齢 �あなたの離職時の満年齢です。 

6 �生年月日 �1桁目の「3」は「昭和」、4は「平成」を表します。「－」の右側は年月 
日を表します。 

9 �支払い方法 �指定された金融機関名、支店名、口座番号です。 

11 �離職年月日 �あなたが離職した日です。 

12 �離職理由 �離職理由を番号で表しています。 

11、12：鰐題（50を除く） 

21　：雇止め（同一の事業主に3年以上雇用） 

22　　：露止め（同一の事業主に3年末満雇用・更新明示あり） 

23　　：期間満了（同一の事業主に3年未満雇用・更新可純な旨明示あり） 

24　　：期間満了（21～23以外） 

25　　：定年（船員の方を除く）・移籍出向 

31、32：正当な理由のある自己都合退職（事業主からの働きかけ等） 

33　　：正当な理由のある自己都合退隠（31、32、34以外） 

34　　：特定の正当な理由のある自己都合退職 

40、45：正当な理由のない自己都合退職 

50、幸5：自己の責めに燭すべき重大な垂申により解題 

14∴ �離職時賃金日額 �頗則として∴離職される直前の6か月間に支払われた黄金の合計を180 
で割った額です。 

15－ �給付制限 �給付制限がある場合、その給付制限期間です。 

16 �求職申込年月日－ �あなたがハローワーク等に離職票を提出し、求職申し込みをした日です。 

17 �認定日 �左側は適塾、右側は曜日を表します（12ページ参照）。 

18 �受給期間満了日 �あなたが基本手当を受けることのできる期間の最終日です。 

19 �基本手当日額－ �あなたが受ける基本手当の1日分の金額です。 

20 �所定給付日数 �あなたが基本手当を受けることができる上限日数です（9ページ参照）。 

21 �通算被保険者期間 �あなたが被保険者として雇用されていた通算の期間です（8ページ参照）。 

23 �再就職手当支給塵 �あなたが過去に再就職手当を受給したことがある場合、最後に支給を受け 
た日です。 

篤



／坊 繊式第6号（1）
交付蓄電i∴（　　）

交付年胴囲
帳票穏創

出回国回国
韓簾薯氏名

雇用保険被保険者龍喪失蓮潮害（被保険者通知用）

1．櫨僚機番番号

5022－033841－‘

事業所番号

乙資格取鴨年月自　　己魅韓年月日

田園回田00 4－270831

4．複保論薯種翻

田

轟）講讃謂詰）弼
管轄区分　事禦所名略称

圃

（1又は9　一　触

l又は5　離農後

2又鯨鎗　標　章

裏書は録の種田

柳の重富
書霊宝の暮命による重な

種田定日（一般）

圃　パートタイム

亀田定予定月日（青年鴨

騨田口甲田睡睡調書論理豊田田
議金掴（区分竜顔又l遣わ　　　　　　　－蛸足鎗即致ゐ波　川鵬軸12・求職番号

□目口□□□□□□口笛口需意義翰□□□□□□□□□□
一種繋罷認諾9　　14金融糊・髄コード　　　　口座番号

□□□□□凸□□□□□□□間口□□□□□□□□□□ロ
15．支払区分　　　　化区分一氏名くす）　区分（虫農分かち書き1氏名瞳勤

□（態）□間口□ロロロロロロロロロロロロロ間口ロ

□ ��□□□ ���□ ��� �考 �通算綱面舵0013 �������〈 

※ �所 属 長 �－ ��次 長 � ��練 長 � ����係 長 � �係 � �操 作 者 � 

（切り取らないでくださし 

願出若 払濃希望 金融機関 � 
1　氏　　　名 � 

2　住所叉は麿所 �看 

金 融 ．後 置 に よ る 強 震 駒 �癌録コード 

3　台∴∴∴糠 �支店 

4線寄∴篭 うちょ銀行壌外） �口座番号 �（普通） 
（ゆよ 5ゆうちょ銀行 �記号番号 �（総合） 

◆全職種調への葛重い 種馬保強の集録義歯付鈍重筆書の食重義賀田塵へ適的つ正確に義眼むため・下農のことについて後継力きぬ細いします・ 1上陽雌書に富農さ船脚のうちrl氏名」購「銘的細及び「純綿（ゆうちょ銀行鞍外）」の鴫鯖凱置く「さゆうちょ後衛」の r聯番嶋日動を強震した上峰後棚による強襲剛後に露鋤議置棚開き抑してください0 2会越後職コード・磨駒－ドを配大してく縫い（ゆうちょ鑓行の場合を臓く・）・ ����金種機関コード 　Tl 　　20147 
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、仁一‘ケ食＝÷1亡‥三・〇ヨt0．－7∴一°rA二一　一　で，一点一一一一．“，章一－ユ基い－en。填ミ珊重義9巾“せ，真電教書““三雄輝事軍事し書庫ユ調子亡．●一旗一事一一“一種一三郵p書・一口意減額○○後か整1－－－　－

諒・竜頭諒「一紙棚韓楽雅樹緑薫室音譜窮は選択し頴京需繋｝、・醐口碑こ〇割を諾・浦上、Tの貴ぶ藍
緊縮記議調に塞陸島霊三言霊鳥で・烏きき！∴

詳＝彰露を与え需費命か窃江　連売高謙れマイたき∴言
一　　一一　一一　一　　一一一　一　｝一・一一－一一一i●．一一一●一一　　一一・・一一1－　－－－－－－　．－，－－－－1－－－－ii一一＼●一一一一、一一　ヽ　一一　－

離

（識字∴　簿）

一一一　rll

上、jiL津‥　待

離日コ「（2）

鵠　　　　　　繋　　　　　　閏

、ため離職

下士．涙掠下の春か高評こ捌∵㌢告かを1つ遼探して予だ軋り
患轍脳綴坤讃読書凝結据高誼ニー郷押摘十二翻し…二間’
歳　羅※離陸薄める詔霜寒感受忠退職離ヨ轄蘭こ係る皐のを除く。以下同じの）に該当しただ洩
鵠鶉翻蛾熊機軸凋一鱗融古硝鴻翻難詰鰯読翻縦縞組軸こと彊き瀬的離し稲軌だ離論結
高　瀬買主諾餌場融漁網：割読めた継続離轍7駿と鶴竃降職こ係誰登に該当し恵かっだ韓日　2Cを
鴨　一締朝雄鄭舞護髄

言　野馳契羅韓郷愁謙一薯にぶる‥むの
鷲悪罵鴨馨
による藍毒

買需妾めき話した靂層別酸膜による離鴎

鶉襲する雷の轟出があった

㊦　T詫㊧、鎚1－の努摺喜
（・！閲の※納期閣　籠風上塞築契約艶聞∴∴蘭用言築稲築薪圃救∴［酌
風船萎新劇計延．勧一㌢二こ調節〕喜怒の詩　経琵綿蔦廼釜し勘、蕾の明示の肴・，繚））
（堕前の契約瑳漸棒に環止冷遇細の肴，鰊）

労働議から契約の建議書慢 しない竃の韓出が売った
関する輯出は毒かっだ

擬約の更新又は延轟の鴻望め雷・、籍‡

隼．麟築鮨響誓譜詐藍悪態働響謹撰驚醤響着以外の番　　；

を謙婆する憲の韓観があった
を精嚢しない富の璃曲があった
の轟嬰に関する轟出は秦かっだ

20
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S．坐、

3註

3亡

溺鶉鶉垂露語鰯諒恕の智慧薄紫豊軌旨の陳の高嶋｝）日照
討勧請から染約の東新又は建姦

奮　詳勧業溝網萎翠に駁当する派遣統紫朗諸宗を綿密＿ノたことによか場合
b　膏薬圭が通庸塞討議郎－る派遵就業の指示を勧つ翻、ったことによる場合偶示した流通就

謡怒豊認諾詩話豊競業譜裁当する三だ喜離職理由を更に1つ選択し、脚を圭一公

器謀計瀧彊こ輔を鵬は下誓窯業宝器警誓言
魅∴鷺・・・（3）軍潮混戦優返縞度　選球麗筆制度等により譲職
工‖［十‥■∴の移籍出向

日　韓業豊から（棚緒か聞こよるもの
し二1日コ上・・自）鰐麗（露語解誌を除く。）
…日清要務謙譲撰す博釜大概薗掠る綴
鵜　亡‖……¢〉　葺楽璃崇高謹一一・轟清心轟こう∴芸窪護霜雪うため輝も弁
口　ロ「‥②　その蕪（選曲を劃轟！に

：5　労働番の判覇による和事

疎当・・誓擬擬謙鶏酸優千・酪重臣酸素蒔醐臥採醸件との纏等）が
係る愛東無闇題（敬譲の排零、鷲がら蛮湊があったと労働番が判断ノたため
束縛綾な人員経基があったことを考擬した探勝j‥ここIJ　－Liノ　ーノ′　」　ヽ一一　十一（－、’‾つl子しき、し”j一・一I”∵●●‾J二・

が園嬢で請ったため（教書訓練の膏一繚）
事業新線轟に虹憶説離浩二：七・黒優る）ため（惟席騎）所在地
聯薄鰻執筆に適揺すること

その纏（襲軸を紫棒細こ
嬬素質）・納入幽諒三三湊に享 韓日－一書上の郡命、辣鶏露襲撃）

躍動こ耐え霜高畠●・・轟識不巌・、片か拳があったため
姪嬢、出番．議席等みた鴎
家庭機縁路の急蓬持寄の湊蚤謡謙桝、手強等）があったため
翻輪番等との別篇生諸姉．競稜露となったため
孫麗豹こより通勤匪韓と希ったたあ（薪連覇：
その絶鞍鞄を異綜軸こ

鷹∴鵜∴雷∴千・／勘瀧；言い∵主星∴享高二霊美都ノ亨し辛詫言
！選融を蜜節約にニ

ー二・義喰了∴←1厚　一心つ1㌢馨小雪．5－真＝▼一五〇一一重1関原一輝，・か細町同朋か一口置●t一事－一つ00震○レここ

華羅一滴郵離誠納経＿，窪討

蚤蒜的葵醸昌清浦（醤濫巻綱 岡上」と譲捺してくだ三日主

一．－（ごて二期三嶋●今門　一㌧軍団／一章一員暮∵青々－1ンq一高，一章．一°－那m一一二一／一遍重着ず年中掘一一二一二人“穂、g項●曹““r裏書鯖，一m一m一一‾‾‾‾’

∴∴二三二雪盲雪詩話薫毒講話露語請託素謡詩÷「
‘1証
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雇用保険．net

翻鍋的朗隅櫓

寝棺扇簾繕

1両臨輔壕

積農機薯騒歴の翻認

織田銅腺淑

腰部最轍機縁擁蜜臆

漣鵜手強の憂輪番繕

醗琵湖翻助・隷巻豪語運動

怒輪廻馳・艶物篇重な長

閑　綿樹脂膿

銭真田継続蒋

細○○島

部職図分「馳

騒意図納輔臆

臓職園雛蛇と3憤朗ない

馳削開聞情

趣鵜綱競

輪章鱒詔

紬意櫨曲i械敵

組照合疎意と動幾重

遷撰翁の嚢総寧続き

蟹索拳翁

腫励線輪提繕轍格喜義

務遍綱田

鰹綿績観照績

躍

縁繋留袈蔓

拘置適職

離掲i出陣・学歴い

愛飴単語鯖いた篇合

銀残

部劃検

使鴬嬢鰯繕請

援護申語録聡く繕った櫨合

蟹慮手当

錘縮手畿

誅捷継祭事鞘鎗付

置置壷墓前

総的園閥附

欝繋寄当

粛鞠嚢寧韻

語照蝕検震度手当

駐韓鑑櫨定義手当

穏嬰・壁縮手鏡善

i噌削れ舶l蜘e．間的6競mI 引田

i∴∴i∴∴‖　　‾i i i∴∴i

語調塵分の内裏

無慮・事葉所の休展止

21203のイの岬）のa及びものくC）轟照

ZA－ZDについては麹壁空地璽純綿満子に関する嘩豊壁盆参照

起筆退職、再検馬窮鞭の到来に伴う重職、移籍出向が壊当する

このため、継続雑用勧度が導入されているものの労農著本人が定年後の継続賀用を

精嚢してい給い場合、及び轟年齢善籍の種馬の婁定等に照する転義の一部を改正する

法律附則第3項に基づま平成25年3月31日以前に労使協定により定めた

継続種馬繊度の対象となる青年論割こ係る義輝（ご飯当しなかったため建毎により

着意した場合は「定年退農」として「22」と磨る

ただし、社会連合上著しく妥当性を欠く定年絹等により義教した場合（212033）イい）C参

照）

にあってはrlA」

建年織の雛繊維用を希望していた語もかかわらず、就業規馴こ定める鯛掃事由又は過農事由

（年齢に係るものを除く）は該当したため60後攻te重職来意の定年により意義した場合

細長さ白文は遺職事由と周一の理由として軸魅馳関に定める「継舶用し栓いことができる事

由」に

骸当して雑種した場合を含む）はあっては「2Ajとして、それぞれ扱うこと

なお、定年の一定期蘭前に遺接した場合、退職金を上績みしたり、定年級いするなどのな遇を行う

早戴遺細長追越儀（選択定年制、自由定年館、転身織物銅度籍その名糖の餌何を間わ聡い）

についての教義区分の割断は次による

（a）

当鞍事後所において、第〇協約、鋤簾規則により当接遇職が定年退職として扱われることが

明示されている場合は、定年退職に章ずるものとして、義職区分rZE」に該当するものとして取

り扱う

（b）

（a）以外の早期過重蝕制度については、康蝕として篤農区分rZE」には該当しないものとして取

り扱い
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／ノ　捌5働鵜

環暮・裏繕手織き

調・義持翻青書

蘭画小鮒肋間帽囲6競mI 2用

義教区分の肉書

早綿遍照優遇網鹿の内部こ従って、重職理由仕sC」又は「4Dj）を鵜噺ずる

くC）

職種又は費格別に裏なる定年年齢を定めており、それらすべての定年年齢に逢す奇説こ・

今後電鍵する機運又は資格（コース）を選択する綱慶を椴けている軍費所から、それぞれの定年が

剥来したことばより教職した場創こぼ、それらの退職はすべてこの教職区分rZ書目こ該当するも

のとして

取り扱う

50305　諺韻

50305イ（＝）鬱照

52203　参黒

「3D」は、被僚機書棚蘭が意義前1年間で6月以上魅職前2年間で12月末葉であって、

52203に飯豊する繍合であるにのときの被保験肴期間とは、その教義した事強請におはる

被保険著期間のみならず、墓場勤聞く5か月以上の有無をみるi重合には1年間、

12か月以上の有無をみる亀倉には2年間）に勘の棚的断における被保険雷期間がある場合虻は

これを合着した期間と稔る

このため、sDであるかどうかの軍鰐は、連絡、教職者が住居新著輪安定所で受給東櫓決重手続室

を

する膝に行うこととなる

「52」は、21203のイの（臼）のb及び漣之鎚鯵照


